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ll) 拝il-1静夫 ｢土地抵当Jf汁上と銀行- H清戦争前後にお
ける 一資料｣,東京人学経済学会編 『資本主義の成立 と
発展』,1959年,所収0
12) I,7']上,104ペー ジO
















































































































































































































































































































































24) 加藤俊彦 ｢資本蓄積と金融市場｣,志村嘉一 ｢資本蓄
積と証券市場｣,東京大学社会科学研究所編 『戦後改/
































































































































































28) H本経済新聞社編 『宴の悪魔 証券スキャンダルの深
層』,日本経済新聞社,1991年｡
29) 社【珊去人 東京都宅地建物取引業協会 『不動産業界沿
革史』,｢■.'J協会,1975年｡蒲池紀牲 ｢不動産取引の変遷
過程｣,H本土地法学会編 『土地問題叢書 11 都市再
開発 ･不動産取引と.法』,有斐閣,1979年,所収｡旗手
勲 『土地投資 と不動産 ･水資源』,日本経済評論社,
1992年｡中西健 -｢郊外私鉄と住宅経営の発展｣,金沢































































































































32) 猪瀬直樹 『土地の神話』,小学館,1988年｡同 『土地
の神話 東急王国の誕生月,小学館ライブラT)-,1992
年｡




































































































































































































































































































































































































































































































































































38 調査と研究 第5号 (1993.10)
機的利益が日本資本主義の発達にとってきわめ 以上を本稿の積極的な主張点の概括として,
て重要な役割を果たしたのである｡ 本稿をしめくくることとしたい｡
